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明日香村商工会×奈良県商工会連合会

◆民家ステイと体験プログラムで、通過型から滞在型の観光受入れへ

・滞在型観光の仕組みづくり（明日香ニューツーリズム協議会設立）

受入体制組織構築・体験プログラム開発・農家民泊受入先確保・

地域コーディネータ育成を、平成22年より奈良県商工会連合会と合同で実施。

・平成24・25年度教育旅行2,500泊

（国内の中学校、シンガポール・マレーシア・韓国ほか）

商工会連携による海外向けモニターツアーがきっかけ。

その後、県国際観光課と連携推進。

・現在、高取町・桜井市・橿原市の商工会等と連携し広域化へ

明日香村商工会（事務局） 明日香村村観光協会民泊登録農家
奈良県立大学農商工事業者

村地域振興公社
体験プログラム開発・提供奈良県商工会連合会スキーム全体の支援事業サプライヤー

団体旅行業者奈良県国際観光課県外・海外教育機関万葉文化館 他
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斑鳩町商工会×奈良県商工会連合会

◆『おとなの修学旅行プログラム』で、滞在型の観光受入れへ

・滞在型観光の仕組みづくり（H26斑鳩ニューツーリズム協議会設立予定）

受入体制組織構築・寺社仏閣体験プログラム開発・地域コーディネータ育成を、

平成23年より奈良県商工会連合会と合同で実施。

JTB西日本奈良支店と商品造成中（なでしこツーリズム）

・斑鳩竜田揚げ上げ↑プロジェクト （B級グルメ開発事業）

竜田川のもみじの情景が語源とされる“竜田揚げ”

地元事業所参画による食づくり。関西テレビ取材他
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天川村商工会×奈良県商工会連合会

◆『1日修験体験』で、新しいお客様づくり

・㈱JTB西日本“地恵のたび”天川村 造成

企業の研修、チームワークなどをテーマに、コミュニケーションの促進を再プログラム化

ＪＴＢの販売チャネルを利用した展開を提案

→ 日本サムソン 他 企業研修の招聘に成功
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商工会組織が進める観光振興とは？

◆継続できる観光ビジネスによる地域活性化

・仕組みと商品をつくる。

→ 送客するためには まずは旅行商品・サービスを提供する農商工事業者を調整する枠組み・

人づくりが重要

・1度に1000人が来る「にぎわい」ではなく、100人が何度も来る「ビジネス」づくり。
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